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Creating 
Value for a 
Sustainable Future
持続可能な社会の実現を目指した大きな社会課題の解決に挑戦し、

同時に企業グループとして成長を遂げていきたいと考えます。

私たちのソリューション・イノベーションにおける強みと

ステークホルダーとの共創による力を組み合わせることで

「ミライ価値」を実現し、その成果も分かち合っていきます。

「時代を超えて選ばれ続ける革新的なエネルギー＆サービスカンパニー」への進化と、

持続可能な社会の実現への貢献を果たしていきます。

Daigasグループの主要な事業内容（2023年3月31日時点）

セグメント 主な事業内容

天然ガス等に関する開発・投資、
エネルギー供給

不動産の開発および賃貸、情報処理サービス、
ファイン材料および炭素材製品の販売 

国内エネルギー

海外エネルギー

ライフ＆ビジネス 
ソリューション
(LBS) 

Daigasグループの概要
大阪ガス株式会社の概況（2023年3月31日時点）

大阪市中央区平野町四丁目1番2号 
1897年4月10日
1905年10月19日
【個別】1兆7,167億円　【連結】2兆2,751億円
【個別】-774億円　【連結】756億円
【個別】-452億円　【連結】571億円※2

132,166百万円
【個別】1,163人(執行役員・理事・嘱託含む・出向者除く)　
【連結】21,017人

本 　 　 社
設 　 　 立
創 業
売 上 高※1 
経 常 利 益※1

当期純利益※1

資  本  金
従 業 員 数

※1 2023年3月期　 ※2 親会社株主に帰属する当期純利益

Daigasグループ経営体制（2023年4月1日時点）

監査役／監査役会 監査役室

グループ本社
スタッフ組織

全社委員会

事業部組織・
基盤会社・
海外地域統括
会社

中核会社

ネットワーク会社

共通機能会社

経営会議

大阪ガス（株）の組織
基盤会社、海外地域統括会社、
ネットワーク会社、中核会社、
共通機能会社

資源・海外事業部
Ｏｓａｋａ Ｇａｓ ＵＳＡ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ

ガス製造・発電・エンジニアリング事業部
Ｄａｉｇａｓガスアンドパワーソリューション（株）

エナジーソリューション事業部
大阪ガスマーケティング（株）
Ｄａｉｇａｓエナジー（株）

大阪ガス都市開発（株）
大阪ガスネットワーク（株）

（株）オージス総研
大阪ガスケミカル（株）

大阪ガスビジネスクリエイト（株）

経営企画本部

イノベーション本部

企画部
ＥＳＧ推進室

カーボンニュートラル推進室
新規事業開発部

財務部

DX企画部
投資評価室

イノベーション推進部
エネルギー技術研究所

秘書部
広報部
人事部
総務部
用地・開発室

コンプライアンス室

資材部
東京支社
監査部

ＥＳＧ推進委員会

サイバーセキュリティ委員会
保安・防災委員会

投資評価委員会
ＤＸ推進委員会

取締役会 会長／社長

都市ガス製造・供給および販売、ガス機器販売、
ガス配管工事、LNG販売、LNG輸送、LPG販売、
産業ガス販売、発電および電気の販売

セグメント ：  ■国内エネルギー・ガス　■国内エネルギー・電力　■国内エネルギー　■海外エネルギー　■ライフ＆ビジネス ソリューション　■消去等

※2021年度から、国内エネルギー・ガスと国内エネルギー・電力を国内エネルギーへ統合し、大阪ガスインターナショナルトランスポート（株）等を海外エ
ネルギーから国内エネルギーに移管。併せて、大阪ガス（国内エネルギー・ガス）に含まれる海外エネルギーのための営業費用を海外エネルギーに移管

セグメント売上高（億円） セグメント利益（億円） セグメント資産（億円）

2018 2019 2020 2021
※
2022

22,75122,75122,751
729729729

2018 2019 2020 2021
※
20222018 2019 2020 2021

※
2022

28,19528,19528,195

（年度） （年度） （年度）
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報告対象範囲 大阪ガス（株）およびグループ会社
※大阪ガス単体に関する報告については、主語を「大阪ガス」または「当社」としています。

参考にしたガイドライン
● IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」
● 経済産業省「価値協創ガイダンス」
● 環境省「環境報告ガイドライン2018年版」
● 「気候関連財務情報開示タスクフォース
 　（TCFD）最終報告書」

報告対象期間 2022年4月1日～2023年3月31日
※一部対象期間外の情報も掲載しています。

連結財務諸表について、これまで「ガス事業会計規則」（1954年通商産業省令第15号）および「連結財務
諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号。以下、「連結財務諸表規則」）
に基づき作成していましたが、2022年度から「連結財務諸表規則」に基づき作成しており、2021年度の
数値は遡及適用した後の数値となっています。
また2022年度期末の税効果会計の計算をグループ通算ベースで行っています。
本資料には、将来の業績に関する見通し、計画、戦略などが含まれており、これらは現在入手可能な情報
から得られた当社グループの判断に基づいています。実際の業績は、様々な重要な要素により、これらの
見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる重要な
要素には、日本経済の動向、急激な為替相場・原油価格の変動ならびに天候の異変などがあります。

「決算数値」および「見通し」に関する注意事項目  次

Daigasグループは、ステークホルダーの皆さまとのコミュニケーションを図るため、多
角的な情報を様々なツールで発信し、当社グループをよりご理解いただけるよう、積極
的な情報開示に取り組んでいます。

ツールマップ

「統合報告書2023」はこれまでに培ってきた資産が、どのように今後の価値創造につな
がり持続的成長を実現していくのかを、株主・投資家をはじめとするステークホルダーの
皆さまにご理解いただけるように、事業戦略や価値創造ストーリーとして記載するととも
に、非財務情報掲載の充実にも努めています。

編集方針

コーポレート・ガバナンス
コーポレート・ガバナンス
社外取締役メッセージ

65
79

Daigasグループを知る
コミットメント
Daigasグループの価値観
価値共創のあゆみ
財務のデータ
非財務のデータ

5
6
7
9
10

コーポレートデータ
連結財務サマリー
グループ会社
会社概要

83
85
87

●コーポレート・
　ガバナンス報告書
●サステナビリティ
　レポート

●事業報告書
●有価証券報告書
●ファクトブック

●統合報告書
●IR情報

レポート （WEBからダウンロード可能） WEB

●サステナビリティ

財務
情報

非財務
情報

https://www.daigasgroup.com/ir/index.html

https://www.daigasgroup.com/sustainability/
index.html

● 国際標準化機構「ISO26000」
　 （社会的責任に関する手引）
● GRIサステナビリティ・レポーティング・
　 スタンダード
● 国連グローバル・コンパクトCOP方針 

価値創造ストーリー

Ⅱ. 企業グループとしてのステージ向上
      事業ポートフォリオ経営の進化
　　　国内エネルギー事業／海外エネルギー事業／
　　　LBS事業 
      デジタルトランスフォーメーション
　 （DX）による事業変革
      従業員一人ひとりの価値の最大化
ミライ価値の実現を支える基盤
TCFD提言に基づく情報開示
Daigasグループバリューチェーンの環境負荷

45
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53
56
59
   62

Ⅰ. ミライ価値の共創
      低・脱炭素社会の実現
      　エネルギートランジション2030
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      暮らしとビジネスの実現
      お客さまと社会のレジリエンス向上
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報告対象範囲 大阪ガス（株）およびグループ会社
※大阪ガス単体に関する報告については、主語を「大阪ガス」または「当社」としています。

参考にしたガイドライン
● IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」
● 経済産業省「価値協創ガイダンス」
● 環境省「環境報告ガイドライン2018年版」
● 「気候関連財務情報開示タスクフォース
 　（TCFD）最終報告書」

報告対象期間 2022年4月1日～2023年3月31日
※一部対象期間外の情報も掲載しています。

連結財務諸表について、これまで「ガス事業会計規則」（1954年通商産業省令第15号）および「連結財務
諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号。以下、「連結財務諸表規則」）
に基づき作成していましたが、2022年度から「連結財務諸表規則」に基づき作成しており、2021年度の
数値は遡及適用した後の数値となっています。
また2022年度期末の税効果会計の計算をグループ通算ベースで行っています。
本資料には、将来の業績に関する見通し、計画、戦略などが含まれており、これらは現在入手可能な情報
から得られた当社グループの判断に基づいています。実際の業績は、様々な重要な要素により、これらの
見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる重要な
要素には、日本経済の動向、急激な為替相場・原油価格の変動ならびに天候の異変などがあります。

「決算数値」および「見通し」に関する注意事項目  次

Daigasグループは、ステークホルダーの皆さまとのコミュニケーションを図るため、多
角的な情報を様々なツールで発信し、当社グループをよりご理解いただけるよう、積極
的な情報開示に取り組んでいます。

ツールマップ

「統合報告書2023」はこれまでに培ってきた資産が、どのように今後の価値創造につな
がり持続的成長を実現していくのかを、株主・投資家をはじめとするステークホルダーの
皆さまにご理解いただけるように、事業戦略や価値創造ストーリーとして記載するととも
に、非財務情報掲載の充実にも努めています。

編集方針
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